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１_まずは刈り方を勉強　２_お父さんと協力して刈り取り
３_上手に刈れました　４_せっせ！たくさん運べるよ！　５_
秋になるとこんなに大きく成長　６_杭に掛けてしっかり乾燥
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身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　明安スキースポーツ少年団が主催する第29回森林交流
マラソン大会が９月２日、明安地区内の特設コースで開催
されました。町内のスポーツ少年団員85名が参加。選手
たちは「とても天気が良くて気持ちよく走れた」と話し、
続々とゴールラインを爽やかに駆け抜けました。レース後
には、おいしい豚汁に舌鼓を打ちながら、交流を深めてい
ました。

　９月８日、上中田地区で古くから伝わる弥彦神社祭典が
行われ、獅子舞が地区内を練り歩きました。五穀豊穣・商
売繁昌・家内安全・交通安全を祈願し、全15戸を訪問。
玄関先で口上を述べた後、若連と地区の子ども達が奏でる
囃子にあわせ、獅子舞が踊りました。地区の皆さんは「年
に一度の祭りを楽しみにしている。今年も平穏に１年過ご
せそうだ」と顔をほころばせていました。

　９月５日、認定こども園めごたまの年長児たちが、神室
ふくすけの家の利用者さんとふれあいました。世代間交流
を通して生活の刺激になればと、園児たちがふくすけの家
を訪問。肩もみや金山小唄の踊りの披露、似顔絵をプレゼ
ントするなどして、楽しいひと時を過ごしました。利用者
さんは「みんな明るくて可愛らしい。元気が出た」と話し、
喜んでいました。

　９月１日、有屋小学校ふるさと学習が行われ、全校児童
33名が保護者や地域の皆さんと交流しました。地元の清
流で育ったイワナのつかみ取りを楽しんだ後、参加者全員
でグラウンドゴルフをプレー。初めての方も多く、教え合
いながら楽しい時間を過ごしました。お昼にはイワナの塩
焼きと地物たっぷりの芋煮で腹ごしらえ。有屋地域の魅力
を全身で感じた１日となりました。

　９月13日、認定こども園めごたまの年長児たちによる
稲刈りが行われました。慣れない作業に最初は苦戦する様
子も見られましたが、さすがはめごたまっ子。しばらくす
ると器用に鎌を使いこなし、あっという間に園の田んぼが
丸裸になっていました。稲は乾燥させ、収穫感謝祭で餅つ
きをして食します。稲と同じく、金山の大自然の中で園児
たちは大きく成長しています。

　小中学校の連携を深めるため、初めて取り組んだ「母校
訪問」が９月６日に行われ、金山中３年生が出身小学校を
訪問しました。事前に母校の先生方と打ち合わせのうえ、
学習の補助や学校の環境整備などを実施。先輩から勉強を
教えてもらった児童の「わかった！」と楽しそうに学ぶ姿
が印象的でした。中学生も成長した姿を先生方に見せるこ
とができて、誇らしげな笑顔を浮かべていました。

▼手遊び歌などで利用者と交流「ジャンケンポン！」

▲若連・子ども達の囃子にあわせ獅子舞が頭をガブリ

▼スタート地点となった明安小学校グラウンド

▼児童らとふれあいながら学習の補助を行う中学生

▲磁器が中心の展示会場は洗練された白色の作品が広がる

▲「ヌルヌルする～！」と初めて触るイワナに興奮

森林交流マラソン大会
秋晴れのもと明安地域を駆け抜ける

金山中３年生が母校を訪問
学習補助や学校の環境整備を

８回目となる三浦陶房展
今年は町民の方とのコラボ制作も

上中田地区で弥彦神社祭典
伝統の獅子舞が無病息災を

年長児がふくすけの家利用者と交流
元気で長生きしてね！

認定こども園めごたまで稲刈り
稲も園児も大きく成長

有屋小ふるさと学習
秋の有屋地域を丸かじり！
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　宮城県加美町で三浦陶房を営む三浦早苗さんと長男征
太郎さんの作品展が８月29日～９月４日、蔵史館で開催
されました。今年のテーマは「野辺の唄」。磁器を中心に
草花をモチーフにした作品が来場者の目を引きました。中
には町内の方が制作したつる細工を取っ手にした茶器も。
２人は「協力して作品を完成させたのは初めて。来年も新
鮮味のある作品を紹介したい」と話していました。

さなえ せい

たろう


